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昭和20年（1945)3月29日東京都文京区
大塚仲町にて出生
昭和38年（1963)3月千葉県習志野市立
習志野高等学校卒業
昭和38年(1963）4月東京農業大学農学
部農学科入学
昭和42年（1967)3月東京農業大学農学
部農学科卒業
卒業論文「モンシロチョウ卵の実験形態学
的研究一初期形態形成過程に於
けるRNA分布の変遷」
昭和42年（1967)4月東京農業大学大学
院農学研究科農学専攻修士課程
入学
昭和42年（1967)4月法政大学第2高等学
校兼任講師(生物学)(1970年3
月まで3年間）
昭和44年（1969)3月東京農業大学大学院農学研究科農学専攻修士課程修了
修士論文「Thefilnctionofthoraciclegsonthebehaviourofsilkwonn
larvae,Bo"h)zx"@o"(Lepidoptera,Bombycidae)」
昭和44年（1969)4月東京農業大学大学院農学研究科農学専攻博士課程入学
昭和44年（1969)4月農林省蚕糸試験場生理部蚕生態研究室嘱託研究員(1972年3月まで
3年間）
昭和44年（1969)4月私立本郷学園高等学校非常勤講師(生物学)(1972年3月まで3年間）
昭和47年（1972)3月東京農業大学大学院農学研究科農学専攻博士課程修了
博士論文「カイコの産卵行動に関する行動生理学的研究」
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昭和47年（1972)4月東洋大学文学部専任講師･教養課程所属(生物学･生物学実験講義）
昭和50年(1975)4月東洋大学文学部助教授・教養課程所属(生物学・生物学実験講義）
昭和53年（1978)4月埼玉大学教養部非常勤講師(動物学)(1982年3月まで4年間）
昭和54年（1979)7月CityofHopeNationalMedicalCentelBDiv.Neurosciences,
LosAngelesUSA,JUniorResearchSciemist(3ヶ月間,fillltmeposition)
昭和57年（1982)4月CityofHopeNationalMedicalCemerPiv6Neurosciences,
LosAngelesUSA,VisitmgScientist(1年間,fillltimeposition)
昭和58年（1983)4月東洋大学文学部教授・教養課程所属(生物学・生物学実験講義）
昭和58年（1983)4月埼玉大学教養部非常勤講師(動物学)(1989年3月まで6年間）
昭和59年(1984)12月BedEmannReseal℃hlnstitufoftheCityofH叩e,DivbNeuroscialces,
LosAngelesUSA,VEinngScialtist(3ヶ月間,filllnmeposition)
昭和62年（1987)7月BeckmannResearchhstituteoflheCityofH叩e,DivbNeuIOsciences,
LosAngelesUSA,VilsitingScientist(3ヶ月間,fillltimeposition)
平成元年（1989)7月BeckmannResearchhstitufofilleCityofH叩e,DivbNeurosciences,
LosAngelesUSA,VisidngScientist(3ケ月間,fillltimeposition)
平成3年（1991)4月国内特別研究員(1年間）
平成3年（1991)4月BeckmannReseal℃hhsdtufoftheCityofH叩e,DivbNeurosciences,
LosAngelesUSA,VIsitmgScientist(3ヶ月間,fillltimeposmon)
平成9年（1997)4月BeckmannResearchhstitu[oflheCityofH叩e,DivbNeulosciences,
LosAngelesUSA,SaliorResearchScientist(3ヶ月間,fillltimepositiml)
平成12年(2000)4月東洋大学文学部教授・教養課程廃止に伴う所属替え、中国哲学文
学科(生物学・生物学実験講義・自然科学演習）
平成13年(2001)7月BeckmannReseal℃hhstituteoftileCityofHope,DivNeuloscianmces,
LosAngelesUSA,SemorResearchScientist(fillltimeposition)/ResearchAdvisaf
平成25年（2013)3月東洋大学文学部依願退職
2．東洋大学内役職等
昭和61年（1986)4月朝霞主任
昭和62年（1987)4月朝霞主任
平成元年（1989)4月教養課程委員会一般教育自然分野主任
平成2年(1990)4月教養課程委員会一般教育自然分野主任
平成9年（1997)11月学校法人評議員(任期3年）
平成12年(2000)4月自然学委員会委員長
平成12年(2000)11月学校法人評議員(任期3年）
平成13年(2001)4月自然学委員会委員長
平成14年(2002)4月自然学委員会委員長
平成15年(2003)4月自然学委員会委員長
平成19年(2007)4月自然学委員会副委員長
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3．論文等印刷物
行動生理学関係
1)Yamaoka,K.Hoshino,M.andT.Hirao(1971)R61eofsensoryhairsontheanal
papillaeinovipositionbehaviourofBo"h)zx"@o".Jひ"r"αﾉq〃加eaPMjo/ogyl7,
897-911.
2)Yamaoka,K.andT.Hirao(1971)R61eofnervesfiFomthelastabdonnalganglionin
ovipositionalbehaviourofBo"'h)zx"'o".Jb"”a/可肋secrPhWo/o部ﾉ17,2327-2336.
3)Yamaoka,K.andT.Hirao(1973)Releasingsignalsofovipositionbehaviourin
Bo"@b)Ax"@o".｡ﾉb"〃αﾉQ">@secrPAWolOgyl9,2215-2223.
4)Yamaoka,K.andT.Hirao(1973)Therelationshipbetweenovipositionand
spontaneousdischargesofmotorneuronsinBo"h)’x"@o".ん"ﾉ"αﾉq/"secjPMjoわ印
19,1277-1287.
5）平尾常男・高野幸治・山岡景行(1973）「登蕨促進剤」に対する熟蚕の行動。日本蚕
糸学雑誌42,61-69.
6）山岡景行(1975）カイコの産卵刺激物質I・雄蛾内部生殖器の数種リンケル液による
ホモジエネート。東洋大紀要教養・自然18,1-9.
7）荒井成彦・高野幸治・平尾常男・山岡景行(1975)繭生産における飼料効率からみた
蚕品種。蚕糸技術93,2-10.
8）山岡景行・平尾常男(1975）カイコの産卵行動における日周リズムー 無交尾蛾の産卵
リズム。日本蚕糸学雑誌44,212-219.
9）山岡景行・平尾常男(1976)カイコの産卵行動における日周リズムー 交尾蛾の産卵リ
ズム。日本蚕糸学雑誌45,365-374.
10)山岡景行・徳原康美(1976)カイコの産卵時刻記録機。東洋大紀要教養・自然19,
67-78｡
11）平尾常男・山岡景行・荒井成彦(1976）カイコの摂食機構に関する研究。Ⅱ、小願の
嗅感覚入力と大願の噛咬運動。蚕糸試験場報告26,385-410.
12)Yamaoka,K.andT.Hirao(1977)Stimulationofvirginalovipositionbymalefactor
anditseffectonspontaneousnervousactivityinBo卿h)AX"@o".ん"γ"α/q〃加ea
PhWo/Ogy23,57-63.
13)Yamaoka,K.(1977)TheCentralNervousFunctioninOvipositionalBehaviour
ofBo"hyx"@o"withspecialReferencetotheSpontaneousNervousActivity.
In:4dVα"ces加肋Ve"e〃α彫R印'℃伽c伽〃(eds.K.G.AdiyodiandR.G.Adiyodi),
Peralam-Kenoth,Kerala,hdia,pp.414-431.
14）山岡景行(1980)''行動生理学”の一断面一カイコガの産卵行動を例として。化学と
生物18,314-321.
15）山岡景行・平尾常男・荒井成彦(1981）カイコガの産卵率について一産卵活性のパラ
メー タの検討。東洋大紀教養・自然24,83-99.
16)Yamaoka,K・andT・Hirao(1981)Themechanismoftheovipositionalbehaviour
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mBo碗h〕lx"@o":Thetime-gatmgontlleaccumulationoftheimemalfactorfbrthe
behaviour.j"〃"α"o"α〃b"〃αﾉQMeim'errebMeR"""c"o"4,335-342.
17）平尾常男・山岡景行(1981)カイコの摂食行動パター ンの解析一感電型アクトグラフ。
日本蚕糸学雑誌50,335-342.
18）山岡景行・守山弘・重松猛(1982)カイコガにおける産卵刺激物質の定量のため
の検定曲線。東洋大紀要教養・自然25,7-18.
19)Yamaoka,K.,Moriyama,H.andH.Shigem誠su(1982)Theoviposition-stimulating
substance(OSS):Itsbiosynthesysandtransferfifommaletofemalehemolymphin
thesiknoth,Bo"zb)zx"@o".｡ﾉb"ma/qfrbyoUMAGe".""c.(NW"."ﾉ25,1-6.
神経生理学関係
20)Yamaoka,K.andK.Ikeda(1982)Electrogenicresponseobtainedmthelarvalmuscle
ofD"s叩〃伽.mePh)MojbgM25,301.
21)Yamaoka,K・andK.Ikeda(1988)Electrogemcresponseselicitedbytransmembrane
depolarizmgcunfentmaeratedbodywallmusclesofDms叩ﾙ加加血"OgIMeF･larvae.
、ﾉb"、α/q/cb"@"""vePMjo/｡副ﾉ4163,705-714.
22）山岡景行(1989)複素量子興奮性神経筋接合部電位発現の確率過程I・発現のランダ
ムネス。東洋大学紀要教養・自然33,1-46.
23）山岡景行(1993)キイロショウジョウバエの前脚基節内転筋神経筋接合部における微
小神経筋接合部電位の振幅分布および発現頻度に関する標本間差異。東洋大学紀要
教養・自然37,9-23.
24)Koenig,J.H.,Yamaoka,K.andK.Ikeda(1993)Calcium-inducedtranslocationof
synapticvesiclestotheactivesite.ん"'72αﾉqfⅣｾ"7oscie"cel3,2313-2322.
25）山岡景行(1995)EJUTL.BAS:微小神経筋接合部電位の解析のためのユー ティリティ・
プログラムEJPANA.BAS東洋大学紀要教養・自然39,29-53.
26）山岡景行(1998)Carbocyanme蛍光色素DilとDiOによるニュー ロンのラベル。東洋
大学紀要教養・自然42,57-67.
27)Koenig,J.H,Yamaoka,K.andIkeda,K.(1998)Omegaimagesattheactivezone
maybeendocytoticratherthanexocytotic:Implicationsfbrthevesiclehypothesis
oftransmitterrelease.Pmceeu加邸QMeMM"o"α/4ca血"りﾉq/Mje"c"qf"e助舵‘ノ
Sm"QM"@e"c"95,12677-12682.
28）山岡景行(1990)複素量子興奮性微小神経筋接合部電位発現の確率過程Ⅱ。一様乱数・
二項乱数モデルによるシミュレー ション。東洋大学紀要教養・自然34,35-58.
29）山岡景行(2001)運動ニュー ロンの識別におけるGFP導入ショウジョウバエの有効性。
東洋大学紀要自然科学篇45,47-56.
30）山岡景行(2003)キイロシヨウジヨウバエ幼虫体壁筋上の神経終末：腹側体壁筋15,
16および17・東洋大学紀要自然科学篇47,39-48。
教材研究(1)都市化と自然環境関係
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31）山岡景行・守山弘・重松猛(1975)都市における緑の創造。第1報、都市化の植
物社会に及ぼす影響。東洋大学紀要教養・自然18,11-30.
32)Yamaoka,K.,Moriyama,HandH・Shigematsu(1976)Creationofthegreenin
cities:Theeffectofurbanizationontheplantcommunity.In:S℃je"ce/b"･Be"er
助v加""@e"PFDc.IMeFwα伽"α/⑰"go〃的eH"腕α"助v""腕e〃征ESC).TheAsahi
EveningNews,Tbkyo,p.286-292.
33）山岡景行・守山弘・重松猛(1977a)都市における緑の創造。第2報、歴史的農業
地帯における二次林屋敷林の生態的位置付け。東洋大学紀要教養・自然20,17-33.
34）守山弘・山岡景行・重松猛(1977b)都市における緑の創造。第3報、歴史的農業
地帯における二次林屋敷林の歴史的位置付け。東洋大学紀要教養・自然20,35-49.
35）守山弘・原田直国・山岡景行・榎本末男・重松猛(1984)都市における緑の創
造。第4報、都市区域につくり出した林にみられる植生遷移の歪み。人間と環境10,
14-24.
36）山岡景行(1994)都市化が植生に及ぼす影響：武蔵野の川辺林における木本芽生えの
動向。東洋大学紀要教養・自然38,59-81。
教材研究(2)文系学生のための生物学教材関係
37）村本周三・山岡景行(2001)考古学のためのプラントオパールの簡易分析。東洋大学
紀要自然科学篇45,57-68.
38）山岡景行(2005)文系学生のための生物学教材の改良そのI:｢赤い花｡青い花の秘密｣。
東洋大学紀要自然科学篇49,61-85.
39）山岡景行(2006a)文系学生のための生物学教材の改良そのⅡ：講義版「赤い花．青い
花の秘密｣。東洋大学紀要自然科学篇50,69-77.
40)山岡景行(2006b)文系学生のための生物学教材の改良そのⅢ：最近の改良の効果測
定。東洋大学紀要自然科学篇50,79-88.
41）山岡景行(2007)文系学生のための生物学実験(1)：ペチュニア等の花弁とブドウ外果
皮から抽出したアントシアニンの発色に対するpHの影響。東洋大学紀要自然科学篇
51,69-86.
42）山岡景行(2008)文系学生のための生物学実験(2):Pe如加α花弁とナス果皮から抽出
したanthocyamneによる金属錯体の形成。東洋大学紀要自然科学篇52,71-85.
43）山岡景行(2009a)文系学生のための生物学教材の改良、Ⅳ:被子植物の蜜標、その1
紫外線画像処理。東洋大学紀要自然科学篇53,53-67.
44）山岡景行(2009b)文系学生のための生物学教材の改良、IV:被子植物の蜜標その2
蜜標の擬似紫外線カラー 画像。東洋大学紀要自然科学篇53,69-87.
45）山岡景行(2009c)文系大学の自然科学教育－東洋大学白山校舎の場合一。東洋大学中
国哲学文学科紀要17,103-116.
46）山岡景行(2010)文系学生のための生物学教材の改良、Ⅳ:被子植物の蜜標その3
蜜標の擬似紫外線カラー画像。東洋大学紀要自然科学篇54,69-85.
47）山岡景行(2011)文系学生のための生物学教材の改良、Ⅳ:被子植物の蜜標その4
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昼咲きと夜咲きの数種アカバナ科マツヨイグサ属植物の花弁の反射スペクトル。東
洋大学紀要自然科学篇55,137-149.
48）山岡景行(2012)文系学生のための生物学教材の改良、V:アントシアニンのpHに対す
る反応等、溶液の色の簡易計測法。東洋大学紀要自然科学篇56,111-127.
49）山岡景行(2013)文系学生のための生物学教材の改良､VI:ｼﾗｶｼQ"eF℃"s"り"1s加αg/b"α
の「陽葉」と「陰葉」の組織・形態学的比較。東洋大学紀要自然科学篇57,157-180。
エッセー、啓蒙書分担執筆等、その他
50)山岡景行(1975)江岸寺の木本について。発行者来馬輝雄、光岸寺、文京区、東京、
pp.15.
51）山岡景行(1976)動物の行動の不思議カイコ「おや？三角形のまゆが｣、実験指導・
写真撮影材料提供、説明文監修、4年の科学1月教材、学研の学年別月刊科学教材。
21-25.
52）山岡景行(1976)家畜化されたこん虫、カイコガ。日高敏隆監修、図解自然観察シリー
ズ第2巻「昆虫たち」②、64-77,136-137、学研。
53）山岡景行(1978)カラー写真産卵行動の電気生理学実験風景と自作産卵時刻記録器操
作状況と風景の巻頭グラビア写真提供。重松猛(1978)われら実験動物族④カイコ、
自然33巻第10号84-87.
54）山岡景行・小松明(1980)電気生理学的実験法、昆虫学実験法・研究編第15章、学
会出版センター 、211-230.
55）山岡景行(1983）ロサンゼルス留学記一研究費が人の心をこうも違える。蚕糸技術
122,47-52.
57）山岡景行(1983)現代人の心理と行動事典第4章2動物の感覚(164-170)、4動物の社
会と社会的行動(176-185)、5動物のコミュニケー ション(185-191)、6病める動物た
ち(191-195)分担執筆、多湖輝編、講談社、pp.581.
58）山岡景行(1988)海を隔てた私の図書館。コスモ(東洋大学図書館ニュー ス）83,5.
59）山岡景行(1988)特集論説大学と教養教育。フイロス東洋6,16-18.
60)針生清人･山岡景行･中山伸樹･樋口美智子(1993)特集教養教育を考える。座談会(司
会：及川浩)。フイロス東洋9,2-15.
61）山岡景行(1988)神経科学の研究とintemeto特集図書館パソコン事情私のインター
ネット活用法。コスモ(東洋大学図書館ニュー ス）122,3.
62）山岡景行(2009)文学部の農学者。白山中国学通巻15号、187-199。
’
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4．学会発表等口頭発表等
1）山岡景行・奥井一満(1967a)カイコの異常繭形成について。日本昆虫学会創立50周
年記念大会、東京。
2）山岡景行・奥井一満(1967b)カイコの胸脚と行動の関係、Ⅱ､胸脚先端部の感覚器に
ついて。日本動物学会第38回大会、京都。
3）山岡景行・奥井一満(1967c)カイコの胸脚と行動の関係Ⅲ､営繭行動に関して。日本
動物学会第38回大会、京都。
4）山岡景行(1968a)カイコの胸脚と行動の関係Ⅳ､営繭に関する胸脚の識別能力につい
て。日本応用動物昆虫学会第12回大会、東京。
5）山岡景行・奥井一満(1968b)カイコの胸脚と行動の関係、V.探り行動について。日
本動物学会第39回大会、広島。
6）山岡景行･平尾常男(1970a)家蚕の産卵機構に関する研究。Ⅲ､雌蛾腹部末端神経球(G
Ⅸ)の自発放電と神経球外液のNa+、r濃度の関係に及ぼす交尾の影響。日本蚕糸学
会第40回大会、上田（長野)。
7）山岡景行･平尾常男(1970b)家蚕の産卵機構に関する研究。Ⅳ､雌蛾腹部末端神経球(G
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8）山岡景行・平尾常男(1971a)家蚕の産卵機構に関する研究。V.雄内部生殖器官の磨潰
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9）山岡景行・平尾常男(1971b)家蚕の産卵機構に関する研究。Ⅶ.側唇からの接触感覚
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Theoviposition-stimulatingsubstancemBo加恥"o".XVIImemationalCongessof
EmomologyjKyoto,Japan.
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